
どう見る？　子どもの行動　「いざこざ」

これからの園運営を考える
～変化の中で子どもの育ちを支える園とは～
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インタビュー　●　白梅学園大学教授　無藤　隆　／　白梅学園大学学長　汐見稔幸

子どものよりよい育ちをともに考える
ベネッセの情報誌

園運営や
保護者への発信に
ご活用ください

表紙／裏表紙　
栃木県　●　認定こども園あかみ幼稚園
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『　　　　　　　　』刊行に寄せて

ベネッセは、日本の幼児教育・保育環境の

充実を目指し、幼児教育・保育を担うかた

に向けて、「保育の質」の向上に役立つ情

報をお届けします。幅広い学問領域の研究

や調査データをもとに、先生がたの思いに

寄り添いながら、よりよい子どもの育ちにつ

いてともに考えていきます。

『これからの幼児教育』は
全国の園長先生に無料で
年３回お届けしています。
次号（秋号）は
２０１２年１０月上旬発刊（予定）です。
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　現在、園を取り巻く環境は、多く
の課題を抱えています。都市部の待
機児童ばかりがクローズアップさ
れていますが、さらに少子化が進
み、今後、地方部では定員割れの園
がますます増えていくでしょう。こ
のような中で幼保、公私立、また子
育て支援を含め、乳幼児の育ちをい
かに社会的に支えていくか、まさに
喫緊の課題といえます。
　大都市圏を中心とした待機児童
の問題を見てみましょう。すでに顕
在化している待機児童に加え、おそ
らく一桁多い数の潜在的な待機児
童がいると考えられます。この背景
には、女性を中心として生涯にわた
る人生設計をどうしていくかとい
う社会的なテーマも横たわってい
ます。子どもが小さい頃は育児に専

念したいという人もいるでしょう
し、子どもがいてもフルタイムで働
きたいという人もいるでしょうし、
しばらく育児休業をとってから復
職したいという人もいるでしょう。
　これは園の問題だけではなく、
女性の再就職を可能にするための
ワークライフバランスや職業訓練、
採用する企業側の雇用条件など、さ
まざまな要因が絡んだ問題です。こ
れからの社会は多様な選択肢を用
意することで、長い目で見て家庭と
仕事を両立させたいという保護者
の思いに応えていく必要があると
思います。
　そのうえで、園の視点で考えれ
ば、各園で日々行っているような良
質な保育をより多くの希望する家
族や子どもにも提供することで、日
本の子どもの育ちをより大きく支
えることができるでしょう。

改善できる点を探し続けることで、保育の質は高まる

　変化の大きい今だからこそ、園の
保育の質をいかに充実させるかは
大きな課題といえるでしょう。
　それでは、保育の質を高めるとは
どのようなことか。幼稚園教育要領
と保育所保育指針を見比べると、５
領域の部分は同じことが書かれて
おり、幼稚園と保育所ではまったく
異なる保育をするようにといって
いるわけではないことを、まずはご
理解ください。
　その上で、どのように充実させて
いくことが重要なのでしょうか。そ
れは企業で例えるとわかりやすい
でしょう。「わが社には何の問題も
ない」と主張する企業は、ある時期、
良い業績を上げていても、いつのま
にか衰退の道を歩いていることが
あるものです。優れた企業ほど、常
に成長するために改善すべき点を
自ら見つけ出そうとしています。
　保育にも同じことがいえると私
は思うのです。確かに多くの園で

は、それぞれに工夫し、子どもや保
護者の信頼を得ているでしょう。し
かし、それでよしとすることなく、
昨年よりも今年、今年よりも来年
に、よりよい保育を実現していくた
めに「私たちならばもっと良質な保
育が必ずできる」と考え、自分たち
の保育を見直していくという姿勢
を基本としてもつことが大切だと
思います。
　「自分たちは既に完ぺきだ」と
思って満足したとき、そこから保育
の質が向上することはないでしょ
う。今年うまくいったことが来年も
うまくいくとは限らないのです。他
の園を参考にしながら、自分たちの
園の実情を踏まえ、よりよい保育を
目指して努力する仕組みをつくる
ことが何より大切だと考えていま
す。そのためにも、幼稚園教育要領
と保育所保育指針を改めて読み直
して、具体的な策を講じていく必要
があるでしょう。
　幼稚園教育要領と保育所保育指
針は、小中学校の学習指導要領と比
べ、具体的な内容が細かく書かれて

いません。小中学校などと違い、教
科書もありません。ある意味、漠然
としているのですが、そこにはよさ
も難しさもあります。そもそも教育
や保育は、今、目の前にいる子ども
を幸せにすると同時に将来、生きが
いをもって生きていくための素地
をつくるというふたつの目的があ
ります。このふたつを同時に実現す
るために、幼児教育においては、各
園がすべきことをそれぞれ工夫す
る必要があるということです。小中
学校に比べ、現場に任されている裁
量と責任が大きいのです。だからこ
そ自己満足をせずに、自分たちで考
え続けていく必要があるのです。

　次に、保育を見直していく上で重
要な３つの視点を述べましょう。
　まず、保育の中のエピソードに対
し、学びのストーリーを描いてみる
ことです。ある活動がどのような経
験や学びにつながっているかを、保
育者が集まって考え検討すること

保育を見直す
３つの視点
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「もっとよい保育ができるはず」と信じて、
保育を見直し続ける

今、幼児教育・保育のさらなる充実が求められています。その背景にある社会の変化や、
今後、求められる幼児教育の方向性について、白梅学園大学の無藤隆先生にうかがいました。

園を取り巻く環境は
どう変化しているのか？

保育の質の向上に
ゴールはない

インタビュー

むとう・たかし
白梅学園大学子ども学部教授、同大学院子ども
学研究科長。文部科学省中央教育審議会委員
などを歴任。専門は発達心理学、教育心理学。著
書に『保育の学校（全３巻）』（フレーベル館）など

白梅学園大学教授

無藤　隆

幼稚園教諭と保育士が協同していくには、どうすればいいのでしょうか？

　幼稚園教育要領と保育所保育指針には共通の５領域があり
ます。この共通の土俵を軸にすえて、地域の乳幼児に体験し
てほしいことをどう実現していくか考えてみてはどうでしょ
うか。それは大変な
作業ではあると思い
ますが、とても大き
な意味のある大変さ
だと思います。

無藤先生が答える　現場の先生からのQ&A

Q
A 　同じ地域の子どもたちであれば、小学校に入る前

の段階で乳幼児期に必要な経験を同じようにしてい
るべきです。幼稚園だからこれをする、保育所だからこれを
する、ということが、基本的にはあってはならないというの
が大前提です。
　とはいえ、幼稚園と保育所は１００年以上も異なる歴史を歩
んできたのですから、一緒になれば違いが表出することもあ
るでしょう。そういうときは、お互いに学ぶ姿勢が何より大
事です。例えば、研修などで一緒に学ぶ時間を設けることは
非常に意味があるでしょう。
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幼児教育・保育は今、社会から大きな期待を寄せられています。子育て環境が変化する中で、
一人ひとりの育ちをより豊かに支えていくこれからの園の在り方を考えます。





軟な育ちを保障することなのです。

　21 世紀型の子育て支援への移行
が必要な例を挙げましょう。
　従来は、０～２歳児の時期でも、
それなりの育ちの環境があったた
め、３歳になって園に入っても子ど
もはスムーズに育ちました。ところ
が、今は家の前の道路も車が通りま
すし､ 不審者の心配もあって、外で
遊ぶことがうんと減っています。時
には走るという経験もなく幼稚園
に来る子も出てきています。当然、

体が十分に育たず、冒険の楽しさを
知らず、好奇心やいたずら心なども
うまく育たないまま３歳になって
入園してくる子も出てきます。
　そこで必要になるのが園、特に幼
稚園の協力です。地域の子どもが
１、２歳児の頃から、週１回でもよ
いので、園を訪れ、周りの大きな子
どもをまねて遊べば、遊びのモデル
を手に入れることができます。園と
しては、これまでにない取り組みを
行うのは負担もあると思いますが、
それぞれができることを提案する
ような形が望ましいと思います。園
にとっても、乳児と共に時間を過ご
すことで、子どもの育ちのつながり
を改めて理解でき、幼児教育のおも
しろさと大事さをより実感できる
こともあるでしょう。
　さらに理想をいえば、園だけでは
なく、地域全体で子どもを支えられ
る小規模な施設があちらこちらに
設けられれば、すばらしいと思いま
す。地域の高齢者が集い、保護者が
一時的に子どもを置いて、おじい
ちゃんやおばあちゃんに見てもら

える家庭的な雰囲気のある場所が
あれば、子どもの育ちに大きなプラ
スになります。このような取り組み
が全国に広がれば、日本の子育ての
環境は大きく変わるでしょう。

　幼い子どもを短時間でも預けれ
ば､ それをきっかけに外で働く保護
者が増え、それが育児力の低下を招
くという懸念がありますが、それは
大丈夫です。現代は家事にかかる手
間がなくなり、朝から晩まで子ども
を見られるようになりましたが、人
類史上、これほど保護者が子どもに
ついて頭を悩ませて責任を負うと
いう時代はなかったのです。子ども
が他の子どもたちと思い切り遊べ
ば、気持ちがスカッとして家での機
嫌もよくなるでしょうし、保護者も
ゆったりと余裕をもって子どもと
接することができ、より充実した親
子関係がつくれると思います。
　また子どもがけんかしたり転ん
でしまったりしたときに、すぐに手

を貸そうとする保護者を、「少し見
ててあげてくださいね」と保育者が
声をかけ、子どもが自分たちで解決
する姿を見せることは、深い意味で
の保護者支援となります。
　保育に携わるかたにはぜひ、社会
全体で子どもを育てる 21 世紀型の
子育て支援について考えていただ
きたいと思います。今後は、これま
で以上に多様な育ち方をした子ど
もが入ってくるからこそ、保育を
いちから見直す必要があるでしょ
う。現状のままで本当に大丈夫なの
か、子どもがキラキラとした目をし
て過ごしているか、子どもの育ちに
とって本当に必要なものは何なの
かなどを、みんなで考えていくこと
が、すべての子どもの育ちを支える
ことにつながると考えています。

　ここまでの話の中で、これからの
園では特別に新しいことを始めな
ければいけないと感じた方もいる
かもしれません。確かに新たな時代
に合った保育へと見直していく必
要はありますが、決して堅苦しく考
える必要はないと思います。
　例えば、今後ますます社会や日常
生活の中にコンピュータが浸透し
ていくでしょう。人間は、計算をし
たり記憶をしたりする力は、到底、
コンピュータにはかないません。そ
のため、コンピュータには備わって
いない人間特有の力を育てていく
必要があります。それは、例えば、

感性であり、感情、新しいものを生
み出すデザイン力です。これからの
保育では、それらが重要なキーワー
ドになっていくでしょう。

　しかし、感情やコミュニケーショ
ンがこれからの保育のキーワード
だといっても、そこに決まった形は
ありません。保育者一人ひとりが思
い思いに工夫をすればよいのです。
ちょっとした工夫によって、「子ど
もたちの目が輝いてきた」「おもし
ろい絵を描けるようになった」と
いったことの一つひとつが保育の

質を高めると、私は思います。
　子どもの感情を引き出す保育は、
一人ひとりの子どもと向き合う保
育者が自ら考え出すものです。で
すから、保育者自身が閉鎖的になら
ず、オープンマインドになって、い
ろいろなところに学びに出向いて
ください。保護者や子どもの変化、
それに伴う保育制度の変化などを
学ぶことで、きっとこれまで以上に
保育が楽しくなると思います。
　子育て環境が大きく変化する中、
自らの発想を生かした保育によっ
て子どもや保護者の成長を楽しむ
保育者が増えれば、日本の保育の質
はさらに高まっていくでしょう。

保護者と園が協同し
育児力を高める

感情やコミュニケーションが
保育のキーワードになる

変化をおもしろがる保育者が
増えれば保育の質は高まる
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これからの園運営を考える
～変化の中で子どもの育ちを支える園とは～

次ページより、子どもが育つ環境の変化、子どもの育ちの変化に対応し、
さまざまな工夫をしながらよりより保育を実現しようとしている園の事例をご紹介します。

失敗を恐れないでください。子どもがちょっとした

ケガをするなど保育の日常に失敗はつきものです。しか

し、普段から子どもを丁寧に見て、保護者とのコミュニ

ケーションを大切にしていれば、決定的な失敗は起こりません。むしろ、

どんどん失敗をして、その中からたくさんのことを学んでください。失

敗をして一生懸命に反省している姿は、周囲から見ると、「とても良い先

生」です。失敗をしない保育者に魅力はないのです。

現場の
みなさんへ幼稚園教諭と保育士が協同していくには、どうすればいいのでしょうか？

らを一つひとつ話し合っていってください。
　幼稚園と保育所では、保育記録のとり方も異なります。み
んなで持ち寄って検討してみれば、子どものどこに着目して
いるかがわかりますから、合同の
研修に活用してもいいでしょう。
　幼保の保育者が完全に理解し合
うのは時間のかかることですが、
子どもの育ちのために冷静な議論
を続けて溝を埋めていってほしい
と思います。

園の協力によって
スムーズな育ちを支える

汐見先生が答える　現場の先生からのQ&A

Q
A 　短時間保育と長時間保育の幼児が同じ園にいると、

必ずといっていいほど、保育者の間に考えの違いが
生じます。これは、幼稚園と保育所とでは、長い歴史の中で
保育者の保育や指導の観点が異なるので当然のことです。
　ときには意見の衝突もあるでしょう。しかし、お互いを理
解することを目指して本音で話し合えば、分かり合えるよう
になると思います。その際には、子どもの育ちを保障すると
いう観点から、実際の事例をもとにして話し合うといいと思
います。「このときの先生の立ち位置はいいのだろうか」な
どと、いろいろな考えの相違が出てくるでしょうから、それ
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　２００７年より認定こども園となっ
たあかみ幼稚園。子育て環境の変化
が大きな理由だったと、園長の中山
昌樹先生は説明します。
　「近年、少子化や人付き合いの変
化により、地域社会の中で子育てに
ついて相談できる人が周囲にいな
くなり、孤立する保護者が少なくな
いと感じるようになりました。しか
し、かつての地域コミュニティーを
復活させるのは現実的に困難です。
そこで、在園児以外の保護者への子
育て支援の機能をあわせもつこと
で、子育てを縁とした新たな地域コ
ミュニティーをつくりたいと考え
たことが総合施設を目指した理由
です」
　２０１０年には、敷地内の保育所が
認可保育園となり、「幼保連携型」
の認定こども園へと移行しました。
さらに在園児以外の親子を受け入
れて子育て教室などのイベントを
開いたり、地域に開かれた公園を設
置したり、また敷地内の一角には地
域の母親が運営するカフェがあっ
て手づくりやリサイクルの衣類を
販売したりしています。このよう

に、従来の枠組みにとらわれない、
就学前の子育ての「ワンストップ
サービス（※）」を提供する総合施
設を目指しています。

　そのように保育や保護者支援を
充実させる一方で、中山先生は幼保
一体施設ゆえの運営の難しさも感
じているといいます。
　「職員や保護者の考え方が多様に

なっていることを強く実感してい
ます。きちんとした理念や方針を打
ち出し、すべての関係者が共有しな
ければ、価値観がバラバラになって
しまいかねません」

　そこで園では、職員や保護者に向
けたメッセージの伝達には特に力
を入れています。中でも重視して伝
えているのは、「すべての子どもに
とっての最善の利益」を目指して認
定こども園に移行したこと、遊びの
中に学びがあるという「遊び保育」
を柱としていること、また子どもの
自主性や自律性の育成を重んじて
いることなどです。
　こうした理念や方針を園だより
や研修で繰り返し伝えて共有する
ことで、保育者と保護者が子どもの
成長をともに喜び合える関係が築
かれていくといいます。
　幼稚園教諭と保育士の協働を円
滑にするため、さまざまな配慮もな
されています。
　そのひとつが積極的な人事異動
です。園では０、１歳児はシフト制、
２～５歳児はクラス担任制をとっ
ています。シフト制の保育者は時間
外勤務はほとんどありませんが、夏
季休暇などを取りにくい、逆にクラ
ス担任制の保育者は時間外勤務が
発生しやすく、夏季休暇などは取り
やすいといった違いがあります。公
平性を保つために総労働時間や給
与体系は統一していますが、お互い
の働き方への実感的な理解を促す
ために、定期的に人事異動をしま
す。こうした体制は、子どもの各年
齢の発達理解を促すことにもつな
がっています。

　幼稚園教諭と保育士との間で、子
どもの見方や声のかけ方などに違

いがあることもあります。
　「例えば、幼稚園教諭は遊び保育
の内容など教育の要素、一方、保育
士は食事やトイレのトレーニング
など養護の要素に強い傾向があり、
互いに学び合って保育の質を高め
ています」（中山先生）
　年６回ほど実施している実践検
討会も、保育者同士の子ども観や保
育観の共有にとても役立っていま
す。日頃の保育を振り返りつつ、環
境構成や子どもの発達などを検討
する中で、幼稚園教諭と保育士の相
互理解は深まり、園としての統一感
がはぐくまれています。
　また職員は 67 名に上り、仕事の
中身も異なるため、なかなかお互い
を深く知り合えないケースもあり
ます。そこで年に１、２回は「自然
塾」と称して全職員で戸外に遊びに
出かけて、園とは異なる環境の中で

研修を兼ねて交流する機会を設け
ています。
　「ときには、保育者間で価値観な
どがぶつかることがあるのも事実
です。そのようなときは、園の理念
に立ち戻り、『どうして園では遊び
保育を大切にしているのか』『何の
ための幼保一体化なのか』など、話
し合うことを大切にしています。い
わば園運営の羅針盤である理念さ
えしっかりとしていれば、保育者、
そして保護者の価値観が大きくぶ
れることはありません。職員や保護
者などのすべての関係者とともに、
子どもの未来を見据えて、より充実
した園づくりに取り組んでいきた
いと思います」（中山先生）

◎すべての保育者に園の理念や方針を繰り返し伝え、話し合うこと
で子ども観や保育観を統一していく

◎園の理念を保護者と共有し、ともに子どもの成長を喜び合う関係
をつくる

◎保育者の総労働時間や給与体系は統一して公平性を保つ

子どもの育ちを支えるこの園のポイント

園長

中山昌樹先生

※子育ての「ワンストップサービス」……ここでは子育てに関するさまざまな支援を１か所で提供することをさしています。

第１
特集

これからの園運営を考える
～変化の中で子どもの育ちを支える園とは～

職員全員の目線を合わせて
保護者とともに成長を喜び合う
認定こども園あかみ幼稚園（栃木県・私立）
子育て環境の変化などに対応するために、認定こども園になったあかみ幼稚園。
すべての子どもにとって最善の保育を実現するために、
６７名に上る職員との園の理念や方針の共有に特に力を入れています。

子育てを縁とした新たな
地域コミュニティーづくり

さまざまな価値観が
あるからこそ大切にしたい
メッセージを共有

子どもを中心として
幼稚園教諭と保育士が
話し合い、育ちを支える

幼稚園教諭と保育士の価値観の相違は、園の理念に立ち戻って乗り越える

認定こども園あかみ幼稚園
◎「遊び保育」を理念として、１万7000平方メートルという広大な敷
地に、木製アスレチックなどの遊具やビオトープ、陶芸の窯（穴窯）
などがあり、子どもたちは伸び伸びと育っています。

園長 中山昌樹先生
所在地 〒３２７-０１０４　栃木県佐野市赤見町２０４１
園児数 ３３３名（０～５歳児）

広大な園庭にはアスレチック施設
など、子どもが伸び伸びと遊べる
豊富な遊具があります。

子どもたちが昼食（給食）を食べる様子や
メニューの写真は、毎日、ホームページで
更新しています。

事例 1

変化の中で
子どもの
育ちを支える
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　船堀中央保育園は、園内研修に
よって園の方針を共有したり、保育
者の能力を伸ばしたりすることで、
子どもの育ちを支えています。
　特に大切にしている園の方針が、
「自分で考え、自分の言葉で相手に
意思を伝え、行動できる子どもを育
てる」ことです。この方針は、保育
者が集まって子どもの実態や課題、
今後の保育などについて話し合う

中で決まりました。園を運営する社
会福祉法人東京児童協会理事長の
菊地政幸先生はこう説明します。
　「かつては、遊びが一段落したと
き、『先生、次は何をして遊ぶの？』
という質問が目立つなど受け身の
子どもが多いという実態がありま
した。本来、遊びとは、自然とわき
出る欲求から生まれるものだと思
います。子どもが受け身であるとい
う課題意識をみんなで確認したあ
とは、いかに自分で考え、主体的に
遊びに向かう子どもを育てるかを

追求してきました」
　子どもを能動的な遊びへと誘う
ために重要だと考えたのが、保育者
が一方的に与えるのではなく、子ど
もが「選択」をする場面をつくるこ
とでした。例えば、給食は、決めら
れた席で食べるのではなく、ランチ
ルームの中であれば、どこで誰と一
緒に食べてもよいことにしました。
この形態に切り替えてから、給食中
の会話が弾むなど子どもたちがと
てもいきいきとした表情でお昼の
ひとときを過ごすようになったと
いいます。また、給食は自分が食べ
られる量を自分で盛るようにして
います。これも、子ども自身の考え
や判断を尊重するという方針の一
環です。

　こうした方針を日常の保育に取

り入れるには、すべての保育者がね
らいや手法を共有する必要があり
ます。そのために重視しているのが
園内研修です。
　園内研修は、目的に応じて勤務時
間内と時間外の２種類を使い分け
ているのが大きな特徴です。
　勤務時間内の研修は、土曜日に職
員会議とセットで実施します。園全
体で共有したい方針や職員が必ず
身につけておくべき知識・技術など
がテーマとなります。より良い環境
構成について話し合うこともあれ
ば、感染症についてテキストを読み
ながら学んだり、下痢・嘔

おう

吐
と

の後片
付けの手順を体験したり、ＡＥＤの
操作を確認したりすることもあり
ます。土曜日は子どもが少ないた
め、当番を除いて原則としてすべて
の保育者が参加します。
　それに対し、勤務時間外の研修は
自由参加となっています。こちら
は、保育者が関心のあるテーマにつ
いて自主的に企画し、同じ法人の他
の園を含めて参加者を募って実施
します。特徴的なのは、それぞれの
保育者が得意分野を生かして講師
を務めることです。例えば、これま
で、保育要録の書き方、コーチング、
伝統遊戯、ダンス、ギターなど、さ
まざまなテーマの研修が実施され
ました。
　「みんなで特技をもち寄って、引
き出しを増やしていくのがねらい
です。例えば、外部研修でベビー
マッサージを学んだ保育者が、その
内容を園内に広げたこともありま
した。若い保育者が講師になること
もよくあります」（菊地先生）

　時間外研修のもうひとつの大き
なねらいが、保育者の意識を高める
ことです。
　「新任の先生の中には、常に『何
をやったらよいでしょうか』と尋ね
るなど『待ち』の姿勢が目立つ人も
います。そんな先生にとって、自主
研修に自分の意思で参加したり、自
身が研修の企画や講師を務めたり
する経験は、積極的な姿勢を引き出
すスイッチとなります」（菊地先生）
　時間外研修は年間約 30 回と頻繁
ですが、園では配置や体制を工夫し
て参加しやすくしています。例え
ば、３～５歳は担任を定めず、約
60 名の子どもを６人の保育者で担
当しており、配置を柔軟に考えてい
ます。また、乳児と幼児の担当者の

間でお互いのヘルプを常時行って
おり、同様に乳児の担当者も比較的
自由に動けます。
　かつては園内研修に対して消極
的な保育者もいたといいますが、自
主的な研修活動を通して保育者自
身が積極的に動くことの喜びを実
感し、自信をつけていきました。そ
れに伴い、子どもの見方が前向きに
なり、子どもの主体性を引き出すと
いう園としての方針をもっと大切
にしていこうという考えが園内に
育まれています。

◎子どもの実態や育てたい子どもの姿を考えたり、共有したりする
機会をつくる。

◎育てたい子どもの姿に近づけるために必要な園の環境構成や援助
のあり方を考える。

◎子どもの育ちを支えるため、保育者の特技や強みを生かした研修
を自主的に企画して行う。

子どもの育ちを支えるこの園のポイント

理事長

菊地政幸先生
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これからの園運営を考える
～変化の中で子どもの育ちを支える園とは～

園内研修への主体的な関わりが
保育者を育てる
船堀中央保育園（東京都・私立）
かつては遊びなどに対して受け身な子どもが見られたという船堀中央保育園。
園内研修を通して、子どもの主体性を引き出すという方針を共有するとともに、
保育者の能力を高めることに努め、子どもの育ちを支えています。

子どもの主体性を引き出すため
「選択」する場面を設定

それぞれの保育者が
特技をもち寄って高め合う

研修を通して保育者自身の
主体性も引き出す

全体研修で全員の意識をひとつにし、自主研修で保育者個々の能力をみがく

船堀中央保育園
◎「大きなおうち」を理念として子どもや大人みんなが支え合う家庭的
な園を目指しています。「生きる力を育む」「思いやりを育む」「夢を育
む」を保育の３本柱としています。

園長 菊地真琴先生
所在地 〒１３４-００９１　東京都江戸川区船堀２丁目２３番１０号
園児数 １２０名（０～５歳児）

船堀中央保育園で力を入れている
「和太鼓」の自主研修の様子

土曜日に行われる時間内研修で、「子どもの
遊びと環境」について学ぶ保育者

事例 2

変化の中で
子どもの
育ちを支える
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　石浜橋場こども園は、幼・保の４・
５歳児の合同保育を６年間行い、
２００８年度に東京都台東区で初の幼
保連携型の認定こども園となりま
した。幼稚園機能・保育園機能・子
育て支援機能の３つの機能があり、
幼児教育の充実をめざしています。
　以前は台東区立の石浜幼稚園と
橋場保育園が隣接した状態にあり
ましたが、「東園」「西園」として園
庭でつながり、一体的施設となりま
した。ふだんは、乳児が西園、幼児
が東園で過ごしています。
　給食施設が西園にあるため、給食
の時間は幼児クラスも西園に移動
します。東園で活動している環境を
そのまま残しておくことができ、活
動の連続性が保てるというよさが
あります。

　同園では、長時間保育児と短時間
保育児が混合の３～５歳児の幼児
クラスは、それぞれ幼稚園教諭と保
育士がペアになって担任をしてい

ます。一般的に保育所の保育士は日
によって勤務時間が異なるシフト
制をとっています。しかし、同園で
は幼児クラスの担任はシフト制で
はありません。幼児教育の時間を二
人の担任が教育・保育計画に基づ
き、意図的・計画的に進めるためで
す。幼稚園教諭と保育士が共に環境
整備、教材研究、翌日の保育の計画・
準備を行い、保育に携わります。
　また、同園では、２０１０年度から
２年間、台東区教育委員会研究協力
園の指定を受けて「乳幼児期にふさ
わしい環境を考える」というテーマ
で、製作活動の場面に視点を当てた

研究に取り組みました。
　研究を通して互いに学び合い、高
め合う喜びを実感し、園の組織の一
員として、日々課題意識を持ち一体
となって取り組む姿勢や意識が高
まってきているといいます。日常保
育の環境についても検討し、改善に

取り組んでいます。

　その一例として、園長の中山和佳
子先生は「３歳児クラスの入園当初
の環境改善」を挙げます。
　同園の場合、幼児クラスのスター
トである３歳児クラスは、２歳児か
ら進級し、幼児クラスに入園する子
ども（長時間保育児）と、新しく入
園する子ども（短時間保育児）がい
ます。前者が１５名、後者が２０名で
す。長時間保育児と短時間保育児は
経験や生活の実態が違うため、配慮
が必要になります。
　進級してきた子どもはできるだ
け今までの生活の流れを崩さずに、
新入園の子どもはあせらず自分の
ペースで安定できるようにしたい
と同園の保育者は考えました。そこ
で初めから３５名が一緒に生活する
のではなく、２ヶ月程度、保育室を
戸棚などで半分に仕切り、長時間保
育児と短時間保育児が隣り合わせ
になるように環境を工夫しました。
　園生活では、一人ひとりが安心し
て主体的に遊び出せるような環境
作りが特に大切です。子どもの状況
を深く捉え直しながら、日常保育の
環境や保育者のかかわりを園は改
善したと中山先生はいいます。
　園生活に慣れてくると、子どもた
ちは自分から興味・関心を広げてい
きます。2011年度の場合、４月下旬
にはお互いの場を自由に行き来す
るようになり、自然なかかわりが生
まれました。それを踏まえて保育者
は、一緒に絵本を見る、プレイルー
ムで遊ぶなど、楽しさを共有する機

会を意識してつくっていきました。
そうして一緒に過ごす時間を次第
に長くして、６月ごろから、３５名
での生活に移行しました。
　３歳児は１３時４０分、４・５歳児
は 14 時に、短時間保育児は保護者
の迎えで順次帰宅します。長時間保
育児は、短時間の預かり保育児と一
緒に東園から西園に移ります。担任
は、それまでの様子を遅番の担当に
引き継ぎます。
　「降園時間が異なるのを子どもた
ちはどう思うのか心配もありまし
たが、幼児教育の時間の終わりの会
をクラスで丁寧に行うので、『また
明日ね』と各々の生活のペースをつ
かんでいくようです」（中山先生）

　長時間・短時間保育児では、保護

者の就労状況なども異なります。同
園では、長時間・短時間にかかわら
ず、保護者に園の行事やＰＴＡ活動
に参加してもらいます。運動会や子
ども会はもちろんのこと、親子遠足
や誕生会、保育参観などもありま
す。そのため、年間の行事予定は年
度当初に配布し、参観ウィークを設
けるなど、就労している保護者にも
参加しやすい配慮が必要と中山先
生はいいます。
　ＰＴＡ運営は短時間保育児の保
護者だけでなく、長時間保育児の
保護者にも務めてもらっています。
「子どもの笑顔のために協力し合
う」「できるときに、できることに
取り組み、保護者同士の交流を深め
る」ことを大切にしています。
　子どもの育ちを支えるために、皆
がそれぞれの違いを認め合い、知恵
を出し合っています。

園長

中山和佳子先生

第１
特集

これからの園運営を考える
～変化の中で子どもの育ちを支える園とは～

保育時間の違う子どもが
一体となって仲良く過ごせる環境づくり
石浜橋場こども園（東京都・公立）
石浜橋場こども園では、保育時間の異なる子どもやその保護者が、
こども園で共に生活したり、活動に取り組んだりできるようさまざまな工夫を
しています。特に３歳児クラスは、保育時間や園生活の経験が違う子どもたちが
同じクラスで安定して過ごせるよう、発達にふさわしい環境を考え、工夫しています。

２００８年度に
区で初の一体化施設に

生活経験の違いを踏まえ
実態に合わせた生活をスタート

保護者も行事に
参加できるよう配慮

◎園生活の違いや実態を踏まえ、一人ひとりが安心して過ごし、主
体的に動き出せる環境作りを工夫する。

◎教育・保育計画に基づき、保育者（幼稚園教諭と保育士）が共に、
意図的・計画的に幼児教育の充実をめざす体制をつくる。

◎保護者の就労状況などの違いも考慮して、行事やＰＴＡ活動に参
加しやすい柔軟性のある運営方法を工夫する。

子どもの育ちを支えるこの園のポイント

子どもも保護者も保育者も、違いを認め合い、一体となるための配慮

認定こども園石浜橋場こども園
◎２００８年度、台東区立の石浜幼稚園と橋場保育園が一体化し、
認定こども園となりました。教育目標は、「健康で明るい子ども」「心
やさしく思いやりのある子ども」「自分で考え進んで行動する子ども」
の育成です。

園長 中山和佳子先生
所在地 〒１１１-００２３　東京都台東区橋場１丁目３５番１号
園児数 定員133 名（１～５歳児）

幼児クラスの１日の流れ

長時間保育児

順次登園（短時間保育児の登園は９時）

幼児教育の時間（教育・保育計画に基づき、意図的・計画的に進める時間）

お昼の時間

午睡の時間
預かり保育
（順次降園）

降園

おやつ
午後の時間（順次降園）

夕方の時間（順次降園）

延長の時間（順次降園）

短時間保育児
07:15

09:00

12:00

14:00

15:00

17:00

18:15

19:15

幼稚園教諭と保育士が
共に取り組む幼児教育

事例 3

変化の中で
子どもの
育ちを支える
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◎首都圏の認可保育園に入園申請した母親に、4月時点で利
用を決定した保育施設・サービスについて聞きました。その
結果、認可保育園への入園割合は２０１１年では37.5%となり、
依然厳しい状況であることがわかりました。一方で2009年
に比べると、認可保育園以外の預け先が増加しています。特
に3～5歳児枠では、幼稚園の入園が増加していました（2009

◎4月時点の預け先について、入園申請時点での母親の就業
形態別に見ました。２０１１年で見ると正社員は認可保育園以
外の預け先として、自治体の助成を受けている認可外保育所
がパート・アルバイトより多く、パート・アルバイトは正社
員に比べて、幼稚園に預ける割合が多い傾向がみられました。
また、パートタイム・アルバイトの母親が幼稚園に預ける割

※「対象のお子さん」とは（2009年 /2010年 /2011年）4月度に保育施設・サービスに入園・利用申請した子どものことを指す。対象の子どもが２人以上いる場合
は、末子を対象とする。

※「その他」には、選択肢として用意した「市区町村の保育ママ」「認定こども園」「事業所内保育所」「ベビーシッター」「ファミリーサポート」を含む。

※「その他」には、選択肢として用意した「市区町村の保育ママ」「認定こども園」「事業所内保育所」「ベビーシッター」「ファミリーサポート」を含む。
※就業形態は入園申請時点のもの。

年7.2%→2011年29.3%、図省略）。また、「預けていない・
利用していない」と答えた割合が2009年に比べて減少して
いて（2009年39.9%→2011年33.5%）、それには、認可
外保育施設や幼稚園など、多様な預け先を利用できるように
なったことも背景にあるのではないかと考えられます。

合は、この3年で増加しています（２００９年1.4%→２０１０年
3.5%→２０１１年8.6%）。この背景には、働く時間を柔軟に決
められたりする働き方の場合は、幼稚園で実施している預か
り保育などを利用して働きやすくなっていることがあるかも
しれません。

第１
特集

これからの園運営を考える
～変化の中で子どもの育ちを支える園とは～

多様化する預け先と、預ける保護者の意識
ベネッセ次世代育成研究所は、2011年10月上旬 、首都圏の認可保育園に入園申請をした
母親967名に「保育園への入園の実態」について調査を行いました。
園で家庭への支援を考える材料のひとつして、また、保護者への発信にもぜひご活用ください。

引用・掲載時のお願い　本調査の結果を引用される際には、調査名称を記載してください（例：ベネッセ次世代育成研究所「2009年～ 2011年　首都圏“待
機児童”レポート（2011）」）。

データから見る幼児教育

出典：【2009年～2011年　首都圏“待機児童”レポート】
■調査対象： 各年（2009／2010／2011）の４月入園に向けて、首都圏の
認可保育園に入園申請をした母親 
■有効回答数：2009年　720人／ 2010年　836人 ／2011年　967人 
■調査時期：2009年 9月／2010年 7月／ 2011年10月 
■調査地域：東京・神奈川・埼玉・千葉 

■調査方法：インターネット調査 
■調査項目：保育園入園申請・利用の実態、入園申請に向けての行動や意識、
働いている理由など。
〈2011年のみ〉　保育施設について重要視していること・子どもを預けること
についての考え・保育制度へのニーズ  

認可保育園への入園申請者のうち、実際に入園できたのは37.5%

母親の働き方により、認可外保育施設や幼稚園に預ける割合が増加

対象のお子さんについて、４月において入園・利用を決定された保育施設・サービスについて、
あてはまるものをひとつ選んでください。

4月において入園・利用を決定された保育サービスについて、あてはまるものをひとつ選んでください。

Q.

Q.

図１ ４月時点での入園状況
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図２ 母親の就業形態別入園状況
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◎園に預ける中で、保護者が重視していることについて聞い
たところ、きわめて重視していることは「家庭への連絡・報
告をきちんとしてくれる」という項目が最も高く、64.4%で
した。ついで、東日本大震災の影響もあるのか、建物の安全
性や、避難体制、防犯・防火対策などが続きます。また、「子
どもの発達や関心に合った活動をしている」「保育者が生き

※調査時点（２０１１年１０月）、子どもを保育施設・サービスに預けている母親（607名）の回答のみ分析
※「きわめて重視している」と回答した割合のみ表示

生きと保育にあたっている」など、保育内容や保育者の子ど
もへの関わりなどの項目もすべて５割以上の保護者がきわめ
て重視していることもわかりました。

　このデータは、認可保育園に入
園申請した人が対象ですから、そ
もそも入園が難しいと考えて申請
をしなかった人が相当数いると考
えてよいでしょう。首都圏の実態
を見ると、従来の認可保育園を整
備するだけでは対応は難しく、社
会全体として考えていかなければ
ならない問題といえます。一方で
地方では少子化の中で園の定員割
れも起こってくる可能性もあるで
しょうし、今後、保護者の働き方
や預け方も多様化していくと思わ
れますから、首都圏、地方を問わ
ず、それぞれの地域ごとに工夫が
必要になります。

　データで気になることの一つ
が、2011 年に認可保育園に入れ
た子どもの割合が大きく下がって
いることです。認可保育園の数が
増えない中、他の選択肢が増えた
こともあり、預け先が多様化して
いるのではないでしょうか。

　保護者が預け先に重視している
ことのトップは、「家庭への連絡・
報告」となっていますが、保護者
は常に園での子どもの様子を気に
しているものです。どの園でも園
だよりなどで情報提供に努めてい
ると思いますが、新しいメディア
を使った方法を取り入れるのも一
策です。例えば、子どもの姿をよ
り伝えるために、デジタルカメラ
で撮影して、写真を携帯電話で配
信している園もあります。保護者
への情報提供は、保育や園の方針
をしっかりと伝えるチャンスでも
ありますから、ますます力を入れ
ていきたいところです。

　一方で幼稚園に預ける割合が大
きく伸びています。このデータは
幼稚園に対するニーズの高さを示
しているといえるでしょう。今後、
幼稚園の果たす役割が大きくなっ
てくるのかもしれません。

子どもの様子を
より伝えるために
新しいメディアも
活用したい

働く母親の
預け先として
幼稚園への期待が
大きくなっている

第１
特集

これからの園運営を考える
～変化の中で子どもの育ちを支える園とは～

保護者は「家庭への連絡・報告」をきわめて重視している

保育施設の環境・設備・保育者などについて、お子さんを保育施設に預ける中で、あなたが重視しているこ
とについて、それぞれお気持ちにもっともあてはまるものをひとつずつ選んでください。Q.
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保育者が私の子どもの個性や発達に合った
対応をしてくれる
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図３ 保育施設に預ける中できわめて重視していること

今回紹介したデータから読み取れることや、
今後の園運営に生かせることをお２人の先生にうかがいました。

調査データを踏まえ、園運営について考える

無藤隆

汐見稔幸 
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　多くの園にとって、保護者との信
頼関係づくりは、近年重要な課題の
ひとつになっています。ではなぜ、
信頼関係の構築は難しくなっている
のでしょうか。その大きな原因のひ
とつは、園の考えと保護者の考えの
間に生じたズレだと私は考えていま
す。
　例えば、近ごろの保護者の中には
「園に入れてさえしまえば安心」「園
に入ったのだから、先生がきっと
やってくれる」と考えている人もい
ます。子育てをアウトソーシング（外
注化）している、消費者感覚なので
すね。このような保護者は、子ども
との関係でうまくいかないこと、期
待通りにならないことがあると外注
先、つまり園の責任だと考えてしま

うこともあります。
　しかし、認識のズレを生んでいる
のは保護者の側からばかりではあり
ません。ときとして保育者が「保護
者なんだから、きちんとやるのは当
たり前」と、保護者に対して「ある
べき望ましい姿」を要求し過ぎてい
ることはないでしょうか。ベテラン
の保育者と子育て経験の浅い保護者
では、生活の中での子どもとの過ご
し方が異なります。若い世代との家
庭環境の違いを意識しないと、やは
りそこにズレが生じます。
　園のみなさんがお考えの通り、子
どもは園と家庭が一体となって育て
ていく存在です。その考えにまだ共
感できていない保護者がいるのであ
れば、園からも「一緒にやっていき
ましょう」というメッセージをどん
どん発信していく必要があるでしょ
う。その意味では、園のさまざまな

行事や園だより、さらには日々の声
かけなどは、園の考えを伝え、理解
してもらうためのコミュニケーショ
ンの場としてとても大切です。信頼
関係構築のためには、新しい取り組
みよりも、こうした従来からの園の
取り組みが十分に機能しているかを
まずは検証したいものです。

　そして、そうしたコミュニケー
ションを通して、一人ひとりの保護
者が「園に何を求めているのか」「そ
れはなぜか」をもっと理解しようと
する姿勢、保護者とのコミュニケー
ションを通して気づいたことなどを
他の保育者と共有し、広げていくこ
とがこれまで以上に保育者に必要な
のではないでしょうか。

　園と家庭が一緒になって子どもを
育てるというと、保育者と保護者の
間に子どもがいる様子がイメージで
きます。しかし保護者との信頼関係
構築を念頭に置いた場合、保育者は、
子どもを含めて家庭を包み込むとい
うイメージの方がふさわしいように
思います。
　保育者がこうしたイメージをもつ
ことで、これまでなら「もっとしっ
かりしてもらわないと困る」ととき
には不満や怒りを抱いてしまうよう
な保護者に対しても、「この保護者
とどう向き合うことが、子どもに
とって最善なのか」を冷静に考える
ことができるように思います。
　ふだん、子どもの個性に応じた保
育を行うのと同じように、保護者の
個性を受け止めたうえでの関係づく
りが大事だと思います。

　保護者の個性を理解するために
は、ちょっとしたことでも気軽に「先
生！」と声をかけてもらえる関係を

つくることが必要です。保育者は自
分が思っている以上に、端から見る
と忙しく見えて、なかなか声をかけ
にくい存在のようです。園長からも
「保育者に気軽に声をかけてくださ
いね！」と日頃から呼びかけること、
そして保育者には、声をかけられた
ときには、しっかりとその言葉に耳
を傾けてほしいということを伝える
とよいでしょう。
　最近は、若い保育者の育成が課題
となっている園も多いようです。若
手の多い園では、園長は「経験が乏
しいからと臆することはない」「具
体的なアドバイスができなくても、
耳を傾け、共感するだけでもよい
こと」を伝えてあげてください。保
護者は困ったことがあるとき、専門

家よりも「自分のことをわかってく
れる人」に相談したいものです。保
育者は幼児教育の専門家ですが、保
護者にとっては「自分の気持ちをわ
かってくれる人」であることも大事
なのです。
　保護者への支援は、保育者の仕事
のひとつであると、明確な認識をも
つことが大事だと私は考えます。保
護者と子どもを一緒に包み込むよう
な、保育を通した保護者支援は、カ
ウンセラーでも医師でもなく、保育
者だからこそできることです。保護
者と子どもを包み込もうとする保育
者を、園長はさらに大きな心で包み
込み、まさに園が一体となっていく
ことが大切なのだと思います。

◎白百合女子大学文学部教授。専門は発達
心理学（発達語用論　障害児のコンサルテー
ション　子育て支援）。川崎市健康福祉局こ
ども施策推進部保育運営課保育巡回相談員
（嘱託）。2006年より、わかふじ幼稚園副園
長。日本発達心理学会常任理事。著書に『地
域における保育臨床相談のあり方』（編著・
ミネルヴァ書房）など。

秦野悦子

はたの・えつこ

保護者との信頼関係づくりはどうして今、難しくなっているのでしょうか。
幼児期の子育て支援の研究に取り組む白百合女子大学の秦野悦子先生に、
信頼関係構築のためのポイントを解説していただきました。

保育者に求められるのは
「わかってくれる存在」としての保護者支援インタビュー

家庭との信頼関係を構築するために園長に求められる視点と、
全国の園で実際に取り組まれている事例をご紹介します！　

全国の園の 　　のポイント
保護者との信頼関係を築く

第２特集 保護者との信頼関係を築く
全国の園の      のポイント

第２特集

保護者と園の認識のズレが
信頼関係の障壁に

保護者の個性を受け止めて
関係をつくっていく

園長は家庭と保育者を
包み込む存在

園長

保育者

家庭
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全国の園長先生に保護者への働きかけから
保育者間の目線合わせまで
さまざまな工夫をうかがいました

全国の事例

保護者との信頼関係を築く
全国の園の      のポイント

第２特集

保護者が話しかけやすい雰囲気をつくる

子どもの様子や成長を伝える

一人ひとりを大事にしている姿勢を示す

さまざまな角度から保護者をねぎらい、励ます

　全園児の名前を覚えるようにしています。さらに、家
族構成、生活環境、園への期待などを大まかに把握し
ておきます。欠席の連絡や相談事などを受けたときに、
適切な言葉をかけることができるように日頃から情報
収集しています。　　　　　　　　（千葉県・私立幼稚園）

園児全員の名前を覚え、
家庭の様子を把握する

　保護者に対して話す内容がいつも子どもの心配事だ
けでは、保育者の言葉をそのうち聞き入れてもらえな
くなります。何気ない会話をたくさんし、その中に伝
えたいことを織り込むことで「あ、そうなんですね」
などと保護者も受け入れやすくなります。

（新潟県・私立幼稚園）

何気ない会話の中にさりげなく
メッセージを入れる

　子育てについて、保護者をほめたり、ねぎらったり
することを心がけています。お弁当がおいしそう、髪
の結び方がかわいいなど、ちょっとしたことをほめる
と笑顔になってくれます。関係がまだ築けていない保
護者にこそいつも声をかけます。いつの間にかいい表
情になってくれますよ。　　　　　（愛媛県・私立保育園）

日々の子育ての
がんばりをねぎらう

　保護者の気づかない子どものよさや力がわかる園で
のエピソードを保護者に紹介して、家庭での子どもへの
対応を改めて考えてもらうきっかけにしています。保
護者からは「うまくコミュニケーションがとれました」
「家で喜んで話してくれるようになりました」と感想を
いただいています。　　　　　　　 （宮城県・私立幼稚園）

子どものよさや力を伝える
エピソードを紹介する

　若手の保育者には「日々の保育で見つけた子どもの
よいところを保護者に伝え、励ましましょう」と話し
ています。保育は人と人との信頼関係で成り立つもの。
信頼の貯金を少しずつしていくことで、保護者とのつ
ながりが育ちます。　　（東京都・元公立幼保一体施設長）

子どものよいところを
保護者に伝え、信頼の貯金を

　登降園時、保護者と言葉を交わすようにしています。
「仕事で忙しいのに、お母さんも頑張ってますね」といっ
たことから、「今日の洋服似合ってますね」など言葉の
内容はさまざま。そうするうちに、保護者から「実は
相談が…」と話しかけてくる場面が増えてきました。

（石川県・私立保育園）

子育て以外のことでも
保護者をほめる

　保護者がお迎えにきた時に、特にその日にあったお
もしろかったこと、楽しかったことをお話しするよう
にしています。子育ての楽しさを保護者に伝えること
も園長の大切な役割だと思いますし、保護者が悩み事
などを話してくれるようになりました。

（香川県・公立保育園）

保育中のおもしろかったこと、
楽しかったことを伝える

　４月、保護者に「どんなお子さんに育ってほしいで
すか」と聞き、その願いに添って個別の計画を立てたり、
連絡帳で成長を知らせたり、ともに喜び合えるように
しています。保護者には「自分の子どもをちゃんと見
てくれている」と実感してもらうことができ、信頼関
係が深まったと思います。　　　　（富山県・公立保育園）

育ってほしい姿を聞き、
その成長を共に喜ぶ

　登園、降園時には保護者に気軽に声をかけて、おしゃ
べりしやすい雰囲気をつくるようにしています。その
分、保護者に声をかけていただいたときは、なるべく
その場でお話を聞くようにしていますし、どうしても
時間が取れないときは、いつなら大丈夫か、時間を必
ず伝えています。　　　　　（東京都・公立幼保一体施設）

保護者からの相談には
すぐに応じる

　給食は、子どもたちと一緒に食べるのですが、同じテー
ブルを囲んだ子どもの保護者には、園長から手紙を書く
ようにしています。お昼休みに書いて、お迎えにきた保
護者に渡します。そのようなコミュニケーションが功を
奏したのか、保育料の滞納がここ３年間ありません。　
　　　　　  　　　　　　　　　　　（山梨県・私立幼稚園）

給食を一緒に食べた子どもの
保護者に手紙を書く

　毎朝、早出の職員と共に出勤して、笑顔と明るい声
で出迎え、ひと言会話をするようにしています。保護
者とのコミュニケーションの場面が増えたからでしょ
うか、これまで行政に直接出されていた保護者の園に
対する思いが、園長に伝えられるようになりました。

（茨城県・公立保育園）

毎朝の出迎え時に
ひと言言葉をかわす

保護者との信頼関係を築く
      のポイント
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保護者との信頼関係を築く
全国の園の      のポイント

第２特集

秦野先生よ
り

　教職員全員はとても仲が良く、連絡も密にとれるの
で、保護者からは「どの先生に子どもの様子をお聞き
しても答えてくださるので安心です」と言ってもらっ
ています。何でも電話や連絡帳で質問をしてきた保護
者が、いつの間にか園児募集にも力を貸してくださる
ようになりました。　　　　　　　（宮城県・私立幼稚園）

子どもの様子を共有することが
保護者の安心感を生む

　保護者とのコミュニケーションを密にするため、誕
生月の子どもをもつ保護者を招待して園長と話をする
機会を設けています。誕生会には保護者にも参加して
もらっています。園の方針、教育目標などをその都度
伝えることで、園に対する信頼も高まっていると感じ
ます。　　　　　　　　　　　　　（奈良県・公立幼稚園）

誕生会を利用して
対話する

　保育者と保護者との連絡帳を読み、特に若手保育者
に関して、説明が足りないと感じた部分を、送迎時に
保護者に話すようにしています。また、園長として感
じた保育者のよさやがんばりをお話しして、保護者と
保育者の間によい関係ができるようにフォローを心が
けています。　　　　　　　　　　（三重県・公立幼稚園）

若手の足りない部分を補い、
がんばりをアピール

　学期ごとに園長室を談話室として１週間程度開放し、
相談や要望を聞き、可能なものは実現してきました。
自分たちの要望が園運営に反映されることを保護者が
理解すると、次第に要望や相談の中身は個人的な内容
から園全体の改善につながるものへと変化していきま
した。　　　　　　　　　　　（東京都・元公立幼稚園長）

学期ごとに園長室を開放して
相談しやすくする

　若い保育者には保護者との関係づくりに苦手意識を
もっている人もいます。私は「子どもに『○○先生が
大好き』と家でたくさん話してもらうことが、保護者
からの信頼につながるよ」とアドバイスしています。
わが子が好きな先生のことは、保護者は必ず信頼しま
すから。　　　　　　　　　　　（神奈川県・公立保育園）

子どもの「先生が大好き！」が
大切と伝える

　特別な支援が必要な子どもの保護者は、こちらが想像
する以上に「迷惑をかけている」という意識をもってい
ることがあります。大人同士の気遣いではなく、「子ど
ものため」という姿勢を大切にしていることを折にふれ
て伝えるようにしています。　　　（東京都・私立保育園）

「すべては子どものため」
という基本姿勢を示す

　小さい保育園なので園児全員のことを全ての職員が把
握することにしています。「緑のノート」は日常の連絡帳、
「青のノート」は職員間だけで閲覧できるノートと使い
分けています。大切なことをしっかり共有することで、
保育者によって保護者への対応がばらばらになることも
防げます。　　　　　　　　　　（神奈川県・公立保育園）

ノートを使い分けて重要事項を
確実に共有する

　クラス懇談会や講演会とは別に、月１回園長と自由
に意見交換できる会を実施しています。対話の機会を
多くもつことで、より一層細かいところまで保護者と
気持ちが通じるようになったと思います。

（東京都・私立幼稚園）

月１回、
園長と話す会を実施

　保護者に対して言いにくいことを伝えなければいけ
ない保育者がいた場合、担任以外の保育者や園長も保
護者や子どもの様子を見て、声をかけて、フォローす
るようにしています。園全体で意思を統一したうえで
見守っていることを伝えます。
　　　　　　　　　　　　　　　（神奈川県・公立保育園）

担任の声かけを
園長をはじめみんなでフォローする

　園内に心がほっとするような言葉を掲示したり、庭
の草花を飾ったりするなど、保育空間をよりよくする
よう配慮しています。保護者へのメッセージにもなり
ますし、子どもたちからも花を飾る職員にお礼の言葉
が出てくるなど、園全体の関係づくりに役立っていま
す。　　　　　　　　　　　　　　（東京都・公立保育園）

ほっとする言葉や草花で
保育空間を彩ることで会話が広がる

　子どもも保護者も行動には必ず意味があります。問題
があるように見える保護者の行動も、なぜこのような行
動をとるのかということを考え、その原因を除くように
すれば、落ち着くことがよくあります。支援するには、
子どもと保護者の状況を複数の目でよく見て、正しく理
解することが必要だと考えます。（東京都・元公立保育園長）

保護者の行動の原因を
複数の目で考える

　担任以外の教職員とも何気ない子どもの日常につい
て、保護者と会話できるような場をつくることを心が
けています。保護者が誰にでも話ができるようにする
ことで、不安を引きずらなくて済むようにするためで
す。保護者からの情報は園全体で共有しています。

（東京都・公立幼稚園）

全員で子どもの様子を共有し
保護者に安心感をもってもらう

◎保育者や園長の顔が見えてくると、保

護者からの一方的な要求や苦情が減っ

ていったと、いくつものアンケートに

ありました。保育者と対話できる関係に

なると、保護者は消費者感覚から、一緒

に育てようという気持ちに変わるので

しょうね。こうした意識変化への働きか

けも、大切な保護者支援のひとつ。先生

がたには笑顔と自然体で胸を張って取

り組んでいただきたいと思います。

さまざまな形で対話の機会を設ける

保育者間の情報共有を密にする

園長が保護者と保育者の橋渡しを行う
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